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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

❻

南
会
津
地
域
に
つ
い
て

　
南
会
津
地
域
は
、
南
会
津
町
、
下し

も
ご
う郷

町
・

只た
だ
み見

町
・
檜ひ

の
え
ま
た

枝
岐
村
か
ら
の
４
町
村
か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
、
西
は
新
潟
県
、
南
は
栃
木

県
に
接
し
て
い
ま
す
。
地
形
は
、
越
後
山
系

か
ら
連
な
る
舘た
て
い
わ岩
地
域
の
帝た

い
し
ゃ
く
ざ
ん

釈
山
（
標
高
２
，

０
５
９・６
ｍ
）
を
最
高
峰
と
し
、
四
方
を
急

峻
な
山
で
囲
ま
れ
た
山
岳
地
帯
で
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、優
良
広
葉
樹
材
の
生
産
地

と
し
て
、昭
和
30
年
代
に
は
年
間
32
万
㎥
の
素

材
を
生
産
し
、県
営
の
広
葉
樹
製
材
施
設
が
町

内
に
２
箇
所
設
置
さ
れ
、東
北
地
方
の
広
葉
樹

材
の
集
出
荷
基
地
と
し
て
、広
葉
樹
大
径
材
の

製
材・加
工
を
始
め
、用
材
、家
具
、フ
ロ
ー
リ

ン
グ
等
の
木
材
加
工
業
が
発
達
し
、広
葉
樹
や

木
材・木
工
の
町
と
し
て
林
産
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
の
概
要

　
当
地
域
の
総
面
積
は
、８
８
，７
０
０
ha
で

あ
り
、そ
の
内
森
林
面
積
は
８
１
，７
０
０
ha

で
、総
面
積
の
約
92
％
を
占
め
て
い
ま
す
。森

林
面
積
は
、東
京
23
区（
６
１
，９
０
０
ha
）の
約

１・３
倍
と
な
っ
て
お
り
、県
内
で
は
い
わ
き

市
に
次
ぐ
第
２
位
の
面
積
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
う
ち
国
有
林
は
２
５
，０
１
１
ha
、

民
有
林
が
５
６
，６
５
１
ha
を
占
め
、
民
有
林

に
お
け
る
人
工
林
面
積
は
１
４
，１
５
１
ha
、

人
工
林
率
は
25
％
で
す
。

　
ま
た
、
民
有
林
の
樹
種
別
で
は
、
ス
ギ
が

約
46
％
、
次
い
で
カ
ラ
マ
ツ
が
約
25
％
、
ア

カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ
が
約
23
％
で
あ
り
、
齢

級
で
は
８
齢
級
以
上
の
人
工
林
が
多
く
、
成

熟
し
た
森
林
の
伐
採
に
向
け
た
体
制
整
備
が

現
在
、
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
地
域
は
コ
ナ
ラ
等
小
径
木
の
き

の
こ
原
木
へ
の
利
用
に
つ
い
て
、
県
内
で
は

放
射
性
物
質
が
少
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
き
の
こ
原
木
用
非
破
壊
型
放
射
能
検
査

装
置
」
を
導
入
、
出
荷
ロ
ッ
ト
ご
と
で
当
地

域
の
優
位
性
と
安
全
性
を
証
明
し
、
東
日
本

大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
前

の
「
き
の
こ
原
木
生
産
量
日
本
一
の
実
績
復

活
」
と
災
害
復
興
の
使
命
に
向
け
て
、
風
評

被
害
の
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
地
域
の
特
徴
と
し
て
、も
う
一
つ
挙
げ
ら

れ
る
の
が
全
国
で
も
有
数
の
カ
ラ
マ
ツ
材・広

葉
樹
材
の
生
産
地
と
い
う
点
で
、「
森
林
面
積

及
び
蓄
積
量
」で
は
他
地
域
に
対
し
て
高
い
優

位
性
を
有
し
て
お
り
、現
在
、森
林
管
理
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
と
民
国
連
携
や
生
産
性
向
上
に
よ
る

素
材
の
供
給
拡
大
と
山
元
へ
の
利
益
還
元
や

バ
リ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ン
の
確
立
を
目
標
と
し
て
、

そ
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
お
け
る

取
組

　
初
年
度
は
、「
木
の
町
南
会
津
」
の
再
生
に

取
り
組
む
べ
く
、「
林
業
成
長
産
業
化
推
進
会

議
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
当
地

域
の
森
林
・
林
業
の
活
性
化
に
向
け
て
地
域

関
係
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
に
取
り
組

め
る
よ
う
各
協
議
項
目
を
細
分
化
し
て
、
分

科
会
を
開
催
、
様
々
な
問
題
点
等
の
洗
い
出

し
を
し
な
が
ら
解
決
策
・
打
開
案
等
に
つ
い

て
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
分
科
会
の
一
つ
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

館
構
想
」
の
試
験
的
試
み
と
し
て
、
平
成
30

年
２
月
10
日
～
18
日
ま
で
の
間
、
地
元
の
会

津
田
島
駅
の
２
階
に
特
設
会
場
を
設
営
、
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
木
製
お
も
ち
ゃ
を

集
め
た
遊
び
場
「
お
も
ち
ゃ
鉄
道
ピ
ノ
キ
オ

駅
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
今
後
、
建
設
予
定
で
進
め
ら
れ

南会津町役場庁舎内部

南会津の森

南
会
津
町 

農
林
課 

林
業
成
長
産
業
化
推
進
室

林
業
成
長
産
業
化
地
域
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
す
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て
い
る
「
林
業
の
家
」
の
試
験
的
な
意
味
合

い
を
持
ち
、
集
客
力
、
木
工
用
品
に
お
け
る

売
れ
筋
等
を
そ
の
判
断
材
料
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
産
材
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、

新
築
住
宅
、
増
改
築
に
係
る
材
料
に
町
産
材

を
使
用
し
た
際
の
助
成
制
度
を
新
た
に
創
設

し
ま
し
た
。

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
」

と
し
て
の
将
来
構
想

　
南
会
津
町
は
、
平
成
29
年
に
全
国
で
16
地

域
が
選
定
さ
れ
て
い
る「
林
業
成
長
産
業
化

地
域
」の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
木
の
町

広
葉
樹
材
の
森
林
認
証
の
取
得
・
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
し
進
め
、素
材
の
付
加
価
値
を
高
め
て

流
通・販
売
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
木
質
ボ
イ
ラ
ー

へ
の
チ
ッ
プ
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
設
備
の
導
入
拡
大
を
図
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
施
業
の
集
約
化

を
図
り
な
が
ら
路
網
を
整
備
、
機
械
化
に
よ

る
搬
出
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、南
会
津
地
域
に
お
い
て
、町
で
は
川

上
側（
素
材
搬
出
元
）に
あ
た
る
森
林
所
有
者
、

森
林
組
合
、関
連
森
林
団
体
等
と
川
下
側（
販

路
）に
あ
た
る
地
域
工
務
店
、加
工・流
通
等
関

連
団
体
等
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
る
よ
う
調
整

役
に
な
る
こ
と
で
、町
産
材
の
大
き
な
循
環
を

つ
く
り
な
が
ら
、持
続
可
能
な
林
業
経
営
を
行

い
、資
源
、人
材
、資
金
の
循
環
構
造
モ
デ
ル
を

「
南
会
津
型
森
林・林
業
」と
し
て
、他
地
域
に

お
け
る
林
業
振
興
の
増
大
に
つ
な
が
る「
波

及・波
紋
」効
果
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

終
わ
り
に

　

南
会
津
地
域
で
は
、【
住
み
継
が
れ
る
木

の
町
「
南
会
津
」
地
域
蘇
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

を
テ
ー
マ
と
称
し
て
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か

ら
孫
へ
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
木
の
歴

史
を
後
世
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

林
業
成
長
産
業
化
に
対
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

０
０
０
ha
に
増
加
さ
せ
る
。

③ 

林
産
業
従
事
者
数
（
２
０
１
６
年
ま
で

２
１
９
人
）
を
２
０
２
１
年
ま
で
に

３
０
０
人
に
増
加
さ
せ
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
具
体

的
な
戦
略
と
し
て
、最
初
に
地
上
レ
ー
ザ
計
測・

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
等
に
よ
る
共
有
林
や
町
有

林
な
ど
の
詳
細
な
資
源
把
握
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、針
葉
樹
材（
ス
ギ・カ
ラ
マ
ツ
等
）や

南
会
津
」
の
蘇
生
を

図
る
た
め
、
地
域
全

体
が
一
丸
と
な
っ
て

林
業
発
展
の
た
め
に

様
々
な
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
掲
げ

て
い
る
全
体
構
想
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
、

① 

年
間
素
材
生
産
量

（
２
８
，７
０
０
㎥
）

を
２
０
２
１
年
ま

で
に
１・
５
倍
の

４
３
，０
０
０
㎥
に

増
加
さ
せ
る
。

② 

森
林
認
証
林

（
４
７
７
ha
）
を

２
０
２
１
年
ま
で

に
21
倍
の
１
０
，

持続可能な林業経営

民有林の一元管理

カラマツ・広葉樹

木材販売の利益が苗木や
再造林の経費

地域住民の林業
への意識向上

伐採・搬出の低コスト化の実現

高性能林業機械の
投入・人材育成

選択的購買による
森林・地域をサポート

資源の把握と
効率的な管理

特色ある製品と
販路・ブランド確立 管理計画 社会・環境・

地域性への配慮

地産地消・地域循環
による適正価格

連携組織による出口戦略

中長期の素材供給計画・
供給基地

消費出口の拡充と
適正価格での流通促進 需要と供給体制の向上

公共建築物・地元建築物への供給

地産地消で運搬コストの削減
木材市や情報発信による販路拡大

需要供給に見合った木材加工
端材等の有効活用

適切な
森林管理

再造林

林業活性の
機運

伐採・搬出

生産能力
向上

山林への
還元

ICT
資源管理

ブランド消費
出口拡充

木材の
適正価格

CoC
サプライチェーン

民国連携
安定供給

地域材の
流通促進

利用・流通 運　搬

製材・加工

森林集約化

管理計画

森林認証材

森林・林業の大きな循環

南会津地域の循環

森林認証材の循環

木のおもちゃイベント

循環図「南会津型森林・林業」の循環と波紋効果

町産材を活用した住宅認証林から搬出された材


